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　世の中に数ある奉仕団体の中
で、ロータリーの特徴は職業奉仕
を掲げている事です。
　職業奉仕は難しいと云われま
すが、ロータリーで実践する他の
奉仕活動と違い、職業人としての
理念を示しているからでしょう。
　ポール・Ｐ・ハリスを助けて

ロータリーの基礎を確立した3賢人の1人であるアー
サー・フレデリック・シェルドンは、ビジネススクー
ルの経営者として「永続して利益を上げる方法」は「顧
客に満足を与えること」と説きました。
　職業（会社）は利益の追求を目的としていますが、
自己の利益ばかりではなく、同時にお客様の利益も考
えよう（顧客満足）という理念を職業奉仕といいます。
ロータリーは利己と利他を兼ね備え、高い倫理観を
持った職業人の人道的奉仕団体ですから、職業奉仕は
その根幹です。
　分かりやすく表現すると「職業奉仕とは職業倫理に
基づき、顧客満足を目指して自らの職業を営む事であ
る。職業奉仕の実践は、自らの職業を繁栄に導き、職
業を通じて社会に奉仕する事に繋がる」となります。
　ロータリアンは職業奉仕の理念を常日頃から念頭に
置き行動しましょう。

　米山奨学事業は留学生への奨学金プログラムとし
て、今日まで多くの有為な人材を育て、国際理解に貢
献してきました。
私たちの奨学事業支援の原動力は新しい世代への期待
であり、新旧両世代は対話しつつ学び合い、より平和
な世界へと向かっていかなければなりません。

　当地区には、東京米山友愛ロータリークラブと東京
米山ロータリー Eクラブ2750があります。
この利点を生かして私達は一層実りある交流をはかる
事が出来るでしょう。
　先月、公式訪問で訪れた東京米山友愛ロータリーク
ラブでは出身国を超えて笑顔で議論が交わされ、ロー
タリーへの感謝も提言もあり、大いに啓発され楽しい
時を過ごしました。
　3.11の東日本大震災に際して、米山奨学生と学友の
皆さんが、ささやかながらも懸命に被災地に支援の手
を差し伸べた地道な活動に接して大きな人間愛を感じ
ました。

　こうした善意によってこそ世の中が少しずつ良い方
向に向かっていく事を思い、ロータリーの未来を夢見
つつ月間に寄せる拙文と致します。

職 業 奉 仕 米 山 月 間

職業奉仕月間・米山月間に寄せて
国際ロータリー第2750地区 2012－13年度 ガバナー 佐久間  崇源

ガバナーメッセージ
［ 職業奉仕月間・米山月間に寄せて］

クラブ支援委員会活動通信［社会奉仕委員会報告］

地区行事日程

千代田グループ 活動通信［東京新橋RC・ 東京レインボーRC合同 ］
              ［東京新橋 RC ］

山の手東グループ 活動通信［東京広尾 RC］
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多摩南グループ 活動通信［東京八王子 RC／東京町田 RC／東京日野 RC］

PBG 活動通信［PBG活動報告］

米山記念奨学委員会 活動通信

第 11回 日韓親善会議特別委員会［第11回 日韓親善会議について］

寄付報告／文庫通信／岩井敏パスト・ガバナーを偲んで／物故

出席報告／編集後記
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社会奉仕委員会報告
　社会奉仕委員会 副委員長  野上 征利（東京城南RC）

クラブ支援委員会 活動通信

　東日本大震災支援事業資料から2012−13年度地区社会
奉仕委員会において、東日本大震災支援事業を整理とりま
とめ中でありますが、現在までの中間的な報告をさせてい
ただきます。

　全国のロータリークラブが震災後直ちに姉妹クラブやわ
ずかな繋がりのあるロータリークラブと連絡を取り合い、
クラブの特色と特性を生かし、タイムリーにそして心温ま
る支援事業を実施活動開始したのは震災後数週間でありま
した。その支援事業の内容は被災地各地がその当時早急に
必要とされているものの情報を把握し準備、用意し、震災
地へお届けする初歩的な支援から我々の支援活動が展開さ
れてまいりました。日本人として何かしなければいけない
という使命感、そしてロータリアンの情熱と感性に突き動
かされ、多くの感動をいただきながら支援事業を実施して
まいりましたことは皆様御承知の通りでございます。
その後本格的な支援プロジェクトが各ロータリークラブで
動きだし被災地の皆様又国内、海外のロータリークラブ協
力しながら被災地が要望する支援事業を企画、推進してま
いりました。それら多くの支援事業を調査させていただき
ますとその役割と成果は感動の極みであります。
　我々、現在に生きるほとんどの人たちが未経験の大震災、
あれから、忘れることのできない1年半の時間が経過いた
しました。今後、中期的支援事業として各ローカルクラブ
が支援事業のプラン等、準備を進められているかと想像い
たします。1年半を経過した今、支援の内容、方法等、変
化してきていることは御承知の通りであります。被災地各
地の皆様の支援、応援の内容は当初の食べる、住む、又医
療体制等につきましては行政の力により不完全ながら整備
されつつあります。これからいよいよひとり一人の個人的
ライフ設計や地域社会の構築設計と大変な問題と向き合う
時期に入り個々のロータリークラブが足を踏み入れるには
大きな壁があるように思われます。しかしながら日々報道
関係で流されている情報や我々ロータリークラブが被災地
から直接の情報又依頼事項から支援内容の的を絞りこれか
らの支援事業に取り組むロータリークラブ等があれば地区
復興支援委員会及び地区社会奉仕委員会に相談され支援事
業のプランをまとめられるのも一つの方法かと思います、
是非御利用ください。

　地区復興支援委員会がまとめた東日本大震災復興支援金
募集は第1、第2次合わせ皆様から寄せられた支援金の合計
が1億1百万円でありました。資金の計画的調達と資金運営
は地区復興支援委員会にて管理運営が行われ、ローカルク
ラブ等の要請によりA資金として4,335万を認可、B資金も
同じく2,246万を許可し、多くの支援事業が地区復興支援
委員会の指導下、ローカルクラブ皆様の力で生かされてま
いりました。

　又日韓親善会議（8/31～9/1）でも報告されましたが日
韓共同支援事業の総額は6,126万円でした。
支援事業につきましては詳細な内容を閲覧希望するロータ
リークラブがあれば現在その貴重な資料は地区事務所に大
事に整理保管されています。資料閲覧等の要望につきまし
ては地区事務所（03-3436-2750）担当関根様宛て御連絡
を御取りくださればよろしいかと思います。
　又A資金、B資金を使わずローカルクラブが独自に企画
し、資金の調達、労力を提供しながら支援を展開した事業
が沢山あることは皆様も御承知のことと思います。これら
ロータリークラブ単独の活動は各ローカルクラブに保管さ
れ他ロータリークラブの目に触れる機会がありません、部
分的に調査した内容等考えますとむしろこれらの支援活動
の中にこそロータリークラブらしい支援活動が多くあると
考えます、そしてタイムリーであったと報告させていただ
きます。
　これからも続く支援事業の取り組みを社会奉仕員会一同
心から応援させていただきます。
 掲載した2枚の写真は東京麻布RCと東京城南RCが単独で
支援したプロジェクトの紹介です

　社会奉仕委員会といたしましては、過去1年半の時間を
費やしながら第2750地区のロータリークラブ、そしてそ
のロータリークラブに所属するロータリアンが額に汗した
支援事業の数々の内容を整理、検証し、その資料を各クラ
ブに配布させていただくことで、今後各ロータリークラブ
が活動しようとしている中期的支援事業構築資料の一つと
して参考にしていただければ幸いです、配布時期につきま
しては2012年11月頃を想定しております。機会をいただ
ければ整理編纂し各クラブに配布されることも今後の支援
事業の参考にされるべき一つの方法かと考えます。

東京麻布 RC が被災地気仙沼市
立小泉中学校 3 年生の東京へ
の研修旅行に合わせて、職場
体験学習をアテンドしたとき
の写真です。

（2012 年 4 月 26 日）

東京城南 RC とシンガポールタ
ングリーン RC による共同支援
事業
南気仙沼小学校に対する大型
投影施設の寄贈

（2011 年 12 月 2 日）
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中止

※上記地区行事日程は9月28日現在のものです。地区行事日程は変更する場合がございます。予め事前にご確認の上、ご参加下さい。　

※東日本大震災の影響で、中止となっている行事がありますので、ご注意下さい。
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中止

★青文字は佐久間年度の行事予定です。

10 1 月 10:20 ～ 13:30 G公式訪問（国立・国立白うめ） 谷保天満宮

10 2 火 11:20 ～ 13:30 G公式訪問（原宿） グランドアーク半蔵門

10 2 火 9:30 ～ 18:30 2012－13　RLI  PartⅠ オリンピック青少年センター

10 4 木 10:20 ～ 13:30 G公式訪問（昭島・昭島中央） フォレスト・イン昭和館

10 5 金 10:20 ～ 13:30 G公式訪問（立川・立川こぶし） 立川グランドホテル

10 9 火 11:20 ～ 13:30 G公式訪問（世田谷南） セルリアンタワー東急ホテル

10 10 水 10:10 ～ 13:30 G公式訪問（小金井・小金井さくら） 多摩信用金庫・小金井支店

10 11 木 10:20 ～ 13:30 G公式訪問（成城・成城新） ハイアットリージェンシー東京

10 12 金 11:20 ～ 13:30 G公式訪問（赤坂） ANAインターコンチネンタルホテル東京

10 15 月    2012－13　京浜Ｇゴルフ予選会（ホストクラブ　蒲田） 

10 16 火    G公式訪問（日本橋・日本橋西） 

10 17 水    G公式訪問（麻布） 

10 18 木    G公式訪問（山の手） 

10 19 金    G公式訪問（日本橋東・シティ日本橋） 

10 19 金 15:00 ～ 17:00 2012－13　第2回米山奨学生カウンセラーセミナー 京王プラザホテル新宿

10 19 金 17:30 ～ 20:30 東京銀座新RC 創立25周年祝賀会 コートヤード・マリオット銀座東武ホテル

10 22 月    G公式訪問（築地・中央・中央新） 

10 23 火    G公式訪問（国分寺・武蔵国分寺） 

10 24 水    G公式訪問（世田谷・世田谷中央） 

10 25 木    G公式訪問（町田・町田サルビア） 

10 26 金    G公式訪問（狛江・たまがわ）夜 

10 29 月    G公式訪問（八王子・八王子東・八王子北） 

10 30 火    2012－13　運営連絡会 ガバナー事務所

10 31 水    G公式訪問（町田東・町田・中） 

11 1 木    2012－13　地区拡大役員会 

11 5 月    2012－13　山の手西グループ　IM 

11 7 水 15:00 ～16:45  2012－13　クラブ代表者会議 ハイアットリージェンシー東京

11 12 月 16:00 ～  東京国立白うめRC 創立20周年記念式典 立川グランドホテル

11 13 火 15:00 ～  2012－13　多摩東グループIM ハイアットリージェンシー東京

11 16 金 12:30 ～ 14:45 2012－13　山の手東グループ合同例会 ホテルオークラ

11 18 日 12:00 ～ 15:00 東京米山ロータリーEクラブ2750　国際ロータリー加盟認証状伝達式 ホテルニューオータニ

11 19 月    G公式訪問（白金・大崎） 

11 20 火    2012－13　多摩南グループ　IM 京王プラザホテル八王子

11 22 木 15::00 ～ 17:00 2012－13　第3回新会員オリエンテーション 黒龍芝公園ビル9階会議室

11 26 月 10:00 ～ 17:00 ロータリー財団地域セミナー ホテル　グランパシフィック　LE  DAIBA

11 27 火 18:30 ～ 21:00 第41回ロータリー研究会　RI 会長ご夫妻・TRF管理委員長歓迎晩餐会 ホテル　グランパシフィック　LE  DAIBA

11 28 水 8:30 ～ 21:00 第41回ロータリー研究会 ホテル　グランパシフィック　LE  DAIBA

11 29 木 8:30 ～ 17:30 第41回ロータリー研究会 ホテル　グランパシフィック　LE  DAIBA

11 30 金    ベルリン世界平和会議（～12月2日（日）） 

12 1 土 18:30 ～  2012－13　米山冬の懇親会 

12 13 木 12:00 ～ 14:00 2012－13　第2回地区諮問委員会 ガバナー事務所

12 17 月 15:00 ～ 17:00 2012－13　第4回新会員オリエンテーション ガバナー事務所

12 19 水 15:00 ～ 16:50 2012－13　地区役員会 ガバナー事務所

12 19 水  　  2012－13　運営連絡会（忘年会） 

地区行事日程 （10月・11月・12月）
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棚田保全の支援と地域との交流
　東京新橋RC 社会奉仕委員会　北村 浩志 ／ 東京レインボーRC 奉仕活動委員会　田川 弘義

千代田グループ 活動通信

　東京新橋RCでは平成13年より、平成16年からは東京レ
インボー RCも合同で新潟県上越市柿崎区において高品質
米を栽培している若者達「柿崎を食べる会」との交流を行っ
ています。従来からある棚田を保全して美味しいお米の生
産とこの中山間地域の環境と景観の保護を図るという自然
環境保全型農業の実践に賛同し、両ロータリークラブでは
社会奉仕、職業奉仕の一環として、「柿崎を食べる会」と
毎年夏の棚田見学会を通じての交流、さらには棚田米を購
入して会員の誕生日プレゼントに使用するなどの支援活動
を続けてきました。今年は両ロータリークラブの会員18名
が米の生育状況視察のため、棚田の地域である柿崎に向か
いました。今回はこの交流を始めてから10周年目を迎える
ということで、「柿崎棚田交流10周年記念式典」が行われ
ました。10年間継続してこの交流が出来たことで、「柿崎

を食べる会」に対し表彰状と
記念品の授与、また両ロータ
リークラブにはそれぞれ感謝
状と記念品の贈呈が行われま
した。式典は自然豊かな柿崎
名水農醸「平成名水百選の一

つの大出口泉水」のある大出口公園の木立の緑の中、そし
て名水の流れの川音、さらには木々の間から見える日本海
を望みながら執り行われ、その様子は地元の新潟日報と上
越タイムスに取り上げられました。今回見学した棚田は東
横山という地域で全体で7アールあり、「越淡麗」という品
種の醸造米を作っている場所でした。猪対策の一つとして
電気柵を巡らしてあり、この柵の周りと田んぼの土手の草
刈りが、平地でないだけに大変だったという「中山間地で
の稲作」の苦労話を聞きました。またこの夏は大変暑く、
夜になっても気温が下がらないため、昼夜間の気温差が稲
作には大きく影響するとのことで「米の味が少し心配」と
いう話も聞け
ま し た。10年
という一つの
節目を迎えま
し た が、 今 後
とも継続して
交流を続けて
行きたいと思
います。

ディズニーパレード in 花巻まつり　見学ツアー
　東京新橋RC 社会奉仕委員会（震災支援プロジェクト座長） 北村 浩志

　東京新橋RCと釜石東RCでは支援事業としてさる9月9日、
釜石市立唐丹小学校の生徒と父母等93名を開町420年祭の
花巻まつりに招待致しました。
　この日は岩手県で初めて東京ディズニーリゾートスペ
シャルパレードもあり、子供たちに「夢と希望を」また花
巻東高校の訪問では、「最後まで決して諦めない」という
野球部の姿勢と被災地への力強い応援、そして子供たちは
サプライズで野球部OBの菊池雄星選手が一球一球心を込
めたサインボールも貰うことができ、岩手日報や岩手日日
の取材も受けて貴重な体験を参加者一同大いに満喫して東
京新橋RCの今年度の標語である「あなたも私も楽しもう」
が実践できました。
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ロータリーとボーイスカウトの共通点
東京広尾RC 会長　高根 博信

山の手東グループ 活動通信

　私は、現在ボーイスカウト目黒1団の団委員長をしておりますが恒常ボーイスカウト活動とロータリー活動が似ている
と感じておりました。先ずは頼まれたらNO., ！とは言わない！精神も共通点です、当然今回も同様！グループ協議会で
9月の原稿を依頼されお受け致しましたのもこの共通した精神が基本にあるからだと感じております。
お互いボランティア組織、利益は追求せず奉仕の精神が組織を支えている団体です。
では、誕生、会員数、組織と精神の4つの項目で共通点をお話致します。

誕　生：ボーイスカウトがベーデン・パウエルによりイ
ギリスで誕生したのは、世界初の奉仕クラブのシ
カゴ・ロータリー・クラブが誕生した1907年と同
年なのです。

会員数：ボーイスカウトは、現在は216の国と地域に広が
り、2,800万人以上が参加しております。ロータ
リーは、現在は213カ国、約123万人「2012年3月」
が活躍をしております。お互い世界に広がり伝統
と歴史があります。

組　織：組織もとても似ています。団があり、地域があり、
地区があり、各都道府県の連盟があり、その上に
日本連盟があり本部がスイスのジュネーブにあ
ります。団の運営は毎月開催されます。指導者が
中心の団会議が行われ、予算や活動計画などを話
し合います、きっとこれはロータリーでは各委員
会に似ていますね！その結果や希望事項などは、
その上の団委員会に持ち込まれ検討、承認を受
けます。ロータリーでいう理事会にあたります。
団委員会のメンバーは育成会、父母会、団推薦の
理事から構成されます。人数は団により様々です
が団会議は50名前後、団委員会は30名程度で構
成されております。すべてこの団委員会が軸とな

り運営されております。ロータリーでいうグルー
プ協議会、IMや地区大会、世界大会など似たよ
うな会議、大会も同じようにございます。

 組織や運営方法もロータリーにとても似ている
と思います。

精　神：次は精神です。ボーイスカウトには世界共通の
３つのちかいと８つのおきてがあります。入団
した子供達はこの11の言葉を理解して覚えます。
ロータリーで言う4つのテスト！と同じです。

＊誓い
１. 神（仏）と国とに誠をつくしおきてを守ります。
１. いつも、他の人々を助けます。
１. からだを強くし、心を健やかに、徳を養います。

＊おきて
１. スカウトは誠実である （嘘はついちゃだめ！）
１. スカウトは友情にあつい （友達となかよくね！）
１. スカウトは礼儀正しい　 （あいさつしなさい！）
１. スカウトは親切である　 （人には親切にしなさい！）
１. スカウトは快活である　 （元気を出しなさい！）
１. スカウトは質素である　 （ご飯は残さないように！）
１. スカウトは勇敢である　 （人をたすけてあげなさい！）
１. スカウトは感謝の心をもつ （ありがとう！は忘れない？）

＊おきては、実際毎日おかーさんやおとうさんに言われて
いる事を短い言葉にしただけ！

 例えば（　）に書いたように！どこの国も両親の言う事
は世界共通で安心します。

 どうでしょうか？ロータリーとボーイスカウトは組織も
精神もとてもよくにているとおもいませんか？

 これからもこの精神を大切にロータリー及びボーイスカ
ウト活動を続けていきたいですね！
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大切な人は、ほほ笑んでいますか？あなたがほほ笑めば世界にひとつのほほ笑みが広がる
　東京八王子RC 会長　青木 訓行

多摩南グループ 活動通信

　本年度の東京八王子ロータリークラブ会長テーマは、「ほほ笑みを贈ろ
う」とさせて頂きました。これは、日本人として30年ぶり、3人目の田
中作次2012−13年度RI会長が就任され、RIテーマを「奉仕を通じて平和
を」（Peace Through Service）とされました。
　私達は「国際平和のために何が出来るのだろう」と考えた時、どの様
なイメージを持つでしょうか？　何百万ドルもの寄付でしょうか？　何
千時間もの平和活動でしょうか？　貧しい人のために働き続け、その生
涯を愛に捧げたことで知られる「マザー・テレサ」は、「世界平和のため
に何をしたらいいのか？」と聞かれて、「帰って家族を大切にしてあげて
下さい」と答えられました。また、「この世で最大の不幸は、戦争や貧困
などではありません。人から見放され、「自分は誰からも必要とされてい
ない」と感じる事なのです。」とも仰っています。日々の生活の中で「ほ
ほ笑み」を絶やさず、どんな人にあっても、まずその人のなかにある、
美しいものを見るようにし、この人のなかで、いちばん素晴らしいもの
はなんだろう？と拝察すれば、かならず美しいところが見つかって、そ
の人を、愛することができるはずです。その第一歩が「ほほ笑みを贈る」
事なのです。この世界は食べ物に対する飢餓よりも、愛や感謝に対する
飢餓の方が大きいのです。是非、多くの方に「ほほ笑み」を贈り、人を
愛する事への実践をして頂きたいと思います。私達は、100人に食べ物
を与えることができなくても、1人なら出来るはずですし、世界中の人を
愛せなくても、隣人を愛する事は出来るはずです。後は、その輪を拡げ
ていけば良いのです。
　これには、充実した例会を心がけ、厳選した卓話講師によって、先ず
は会員のロータリーの本質は”人間愛”である事を説いていきたいと思いま
す。そして職業人として、昨今叫ばれているコンプライアンスにも自ず
と限界があり、自らの倫理観を養う事により、インテグリティ〈高潔性〉

の必要性も説いていきたいと考えます。
　さらに昨今感じている事は、「High Technology」についてです。私の
育った時代は「鉄腕アトム」世代ですが、あの当時の手塚治虫氏の描い
た未来社会に技術的には近づきましたが、唯一違っているところは、「技
術が人々の生活を豊かに」していない点、例えば、「労働はロボットに…」
そして「人はクリエイティブな仕事に…」という点でしょうか。技術を
否定するつもりは全くありませんが、早く「ものづくり」から、人の生
活を豊かにする「ものごとづくり」にシフトしないと、技術の革新が人
の生活を貧しくしていく様な気がします。人にほほ笑まない技術は不要
なのです。
　この点については、今年で3年目を迎えるSST（Super Science Teacher）
事業を、市内の大学と連携して進めて行きたいと思います。これは、人
の生活を豊かにする科学を教えられる小学校教諭の育成と、必要とされ
る科学実験器材を贈呈する事業です。
　結びに、八王子の伝統、そして日本のロータリーの歴史とも重なる、
東京八王子ロータリークラブの54年の歴史の中に培われた数々の活動は、
八王子という地域社会の中で評価を得るだけでなく、これからの奉仕活
動に大きな役割を期待されるまでに成長してきました。
　 本 年 度 会 長 と し
て、その流れを継承
し一年間その役目を
全うしたいと思いま
す。

楽しく元気にロータリー
東京町田RC 会長　木村 雅行

　東京町田ロータリー・クラブは、本年3月に第2750地区の皆様のご協
力を得て創立50周年式典を開催させていただきました。ご出席いただい
た方々から良い式典であったとのお言葉をいただきました。これも一重
に皆様のお蔭であると感謝致しております。ありがとうございました。
遅くなりましたが御礼申し上げます。
　本年度は、佐久間ガバナーのテーマ「エンジョイロータリー」を受け、
我クラブのクラブテーマを「楽しく元気にロータリー」としました。会
員が元気にロータリーライフを楽しんでいただくことが退会防止に繋が
ると思いますし、新会員の勧誘する時にも楽しいですよと言えることが

重要かと考えました。
　現在我クラブが主催している奉仕活動は、16年間続いている町田市の
幼稚園・保育園の年長園児の絵画展だけですので、もう一つ何か継続し
て出来る奉仕活動を本年度は企画しようと検討しているところです。
　第2750地区のクラブを参考にさせていただきながら、楽しく・元気な
ロータリークラブになるように残り9か月をやっていきたいと思っていま
す。ご協力をお願いすることがあろうかと思いますが、よろしくお願い
致します

日野市中学生・国内留学体験事業
東京日野RC 新世代奉仕委員長　松浦 信平

　7月26日から28日にかけ、「第10回日野市中学生国内留学体験」事業を
長野県・黒姫高原で実施しました。当クラブでは、日野市教育委員会との
連携のもと、2002年から、毎年、市内の公立中学から選抜された約20名の
生徒を福島県の語学研修・異文化体験施設「ブリティッシュヒルズ」に送
り出してきました。東日本大震災、福島原発事故の影響で、ブリティッシュ
ヒルズでの事業実施を見送らざるを得ませんでしたが、この事業を通して
生徒が大きく成長する姿を見てきた学校現場の先生方の熱意で、ペンショ
ンを借り切っての2泊3日の異文化体験事業が実現しました。
　この国内留学をきっかけに、青少年交換制度等に応募し、世界に羽ばた
く若者がこれまでも出ています。広い視野をもって平和のために働く若者
が育つきっかけづくりとして、今後も事業を発展させたいと思います。
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PBG 活動報告　
PBGガバナー補佐　Mike Perrin（Rotary Club of Guam Sunrise）

PBG 活動通信

PBGより謹んでご挨拶申し上げます。
　RI新年度が始まって早90日が過ぎようとしていますがPBG多くのクラブは新年度スタート以来活動に東奔
西走しています。
以下に新年度開始以来これまでの各クラブの主だった活動を報告いたします。

グアムRC　活動報告
会員−9月30日現在
　新入会員4名。年度末目標は11名。
　ポールハリスフェロー13名。年度末目標は18名。
プロジェクト−空港歓迎看板設置グアム4クラブ共同プロ
ジェクト進行中です。
　これはGuam Trades Academyを協力先としている共同
プロジェクトです。グアム市内12か所のバス停にコンク
リート製の待合ベンチと看板を設置する計画です。すでに
Guam Trades Academyが試作品を設置工事完了したことで
活動資金申請はグアム市に承認され実行に向けて待機して
いるところです。

タモンベイRC　活動報告
新入会員3名

ノーザングアムRC　活動報告
・図書館書籍寄贈プロジェクト
2012年8月ポンペイの図書館へ書籍寄贈
　これらのポンペイに寄贈された6000冊以上の書籍は
RI5000地区ホノルルサンセットロータリークラブから当
クラブ宛にハワイ図書館がもう保管維持できない小児向け
と成人向けのノンフィクションとフィクションまで取り揃
えられている。

・END POLIO　ロータリー祝祭募金昼食会（2012年8月）
・インターアクトプログラム支援活動（2012年9～10月）
現在Notre Dameインターアクトクラブの活動プログラム
を支援しています。

グアムサンライズRC　活動報告
・NCDs非感染症疾患特別委員会活動進行中。
　当クラブ会員には公衆衛生・栄養摂取・身体活動・心身
健康維持、また薬物中毒やアルコール摂取コントロールに
関する提唱医師会議のメンバーがいます。
　クラブの主眼は地域社会に於いて糖尿病の悩みを軽減・
緩和する目的でクラブが具体的なプロジェクトを推進でき
る地域を認定することにあります。

・信頼できるペット所有者を増やす推進活動　
長きにわたる愛情をもってともにパートナーになれるよう
にペット飼育や所有者の責任を主張し認識を高めていきま
す。
Run/Walk抽選会、ドッグコンテストなど開催する。この
イベントの推進は部分的にNCD特別委員会活動にもつな
がっていくことになります。

ポンペイRC　活動報告 
・Caroline会長は引き続き$50K Playground Project子供運
動場設置プロジェクトを推進中。
　すでに設置場所を交付申請しています。

パラオRC　活動報告 　
・Ms.Anke会長は今年度会長の任期継続が困難なことから
急きょ新会長に指名されましたがクラブのリーダーとして
新会長をお引き受けしたことに喜びを語っています。
　新会長職は準備する間もなく任命されましたので活動計
画についてはまだ考案中ですがまもなく方針が決まりクラ
ブの活動は軌道に乗ることと思います。

トラックラグーンRC　活動報告
・Yvonne会長は新会員の増強と同時に退会した旧会員が
RC再入会するための計画を熱心に推進中です。またMs. 
Yvonne会長は2780地区のロータリアンと大規模な交付申
請の推進中です。このプロジェクトは識字率向上と職業訓
練に注力し経済活性に取り組むことを目的としています。
このプロジェクトが進む過程でさらなる情報が提供されま
す。
　すでに共同で活動しているこれらのクラブにはこのプロ
ジェクトをさらに強化するために第2750地区Club for One 
相手先に働き掛けをしてみることを勧めています。
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米山記念奨学委員会 活動通信
米山記念奨学委員会 委員長 井上 隆彦（東京昭島RC）

米山記念奨学委員会 活動通信

＊10月米山月間の活動

1．10月19日に、米山奨学生カウンセラーセミナーを開
催します。カウンセラー全員の参加を得て、カウンセ
ラーが日頃遭遇する事例について､ 体験談や意見の交
換・情報交換を行い、クラブが行う外国人留学生支援
活動（米山奨学事業）の伸展を支援します。

2．寄付増進では特に、（1）普通寄付金の全クラブの納入
を推進（2）特別寄付金では、初めて特別寄付参加や

法人よりの寄付推進、特別寄付金が0のクラブは、最
低お一人の寄付参加等、幅広い多くの方々の参加が得
られるよう、クラブを支援します。

3．米山奨学生の卓話講師派遣を積極的に推進し、クラブ
会員に米山奨学生支援を具体的に理解して戴く事を進
めます。

＊これまでの主な活動

1．7月20日に、クラブ米山奨学委員長セミナーが開催さ
れ、70RC91名がグループ討論を行い、我がクラブの
米山奨学事業の進め方を熱心に議論し情報交換した。

 佐久間ガバナーは議論に積極的に参加し、クラブ米山
委員長と意見交換した。

2．8月25日に、米山奨学生・学友やカウンセラー・ロー
タリアン101名が参加して、国際色豊かで有意義な、
親睦交流・相互理解のパーティが開かれた。

＊今後の予定

2012年12月1日（土）米山奨学生・学友・カウンセラ－・ロ－タリアン冬の懇親会開催：
　クラブ米山奨学委員長も積極的にご参加戴ければ幸いです。
2013年1月16日（水）第2回クラブ米山奨学委員長セミナ－開催：
　参加対象者；クラブ米山奨学委員長とクラブ会長。
内　容：クラブが進める外国人留学生支援活動（米山奨学事業）と寄付増進等について、議論を交わし情報交換する。 
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第11回  日韓親善会議について
 第11回 日韓親善会議特別委員会委員長　小粥 定美（東京成城新RC）

第11回  日韓親善会議特別委員会

　去る8月31日（金）9月1日（土）の2日間に亘り、第11
回日韓親善会議が「虹をかけよう互いの未来に」のテーマ
のもと東京、品川のグランド・プリンスホテル新高輪「飛
天」の間で1,200名の参加者を迎え盛況裡に実施されまし
た。本会は当初、昨年の9月に実施の予定でしたが、3月
11日の東日本大震災の発生により1年間延期のやむなきに
至り、本年実施したわけであります。
　ローターアクトを旗手にロータリー旗、両国旗入場、続い
て市川伊三夫実行委員長の先導で実行委員会担当者の入場に
始まった本大会は、田中RI会長の入場で大きく盛り上がり、
今井鎮雄大会議長の開会点鐘でスタートを切りました。

田中RI会長は現役会長として大変ご多忙にも拘らず本大会
には万難を排しても出席するということで2日間離席する
ことなく参加をして頂きました。その講演「奉仕を通じて
平和」は参加者に大きな感動を与え、終わった時点では一
斉に立ち上がり拍手は暫く止むことがありませんでした。
特別講演者の元JICA理事長の緒方貞子さんも又大変過密
なスケジュールの中、ロータリーの会合ならと快く引き受
けて頂きました。同氏の話は誠に素晴らしく、特にロータ
リー親善奨学生の第２期生として渡米された経験からロー
タリーに対しての深いご理解とその活動に高い評価を示さ
れ、私共に大変な感動と勇気を与えてくれました。
　その他の講演者の日韓議員連盟副会長の山東昭子参議院
議員（東京恵比寿RCメンバー）、蔡 煕 秉（韓日親善委員長）
そして元米山奨学生　洪 延 周（東京米山ロータリー Eク
ラブ2750メンバー）の皆さんの講演もそれぞれ両国親善
の重要性を強調され参加者に強い感銘を与えました。
　合間合間のエンターテイメントも当地区のメンバーが主
体のロータリー・フェローシップ合唱団、韓国コーラスク
ラブ、メンバーのコーラス、両国のコラボによる素晴らし
い歌声、尺八、篠笛の演奏、子供達の和大鼓演奏等、会議
に彩りを与えました。大会2日目の最後の締めはサカモト
ミュジック・スクルール児童合唱団の合唱で、子供達の愛
らしさと一生懸命さは、参加者に感動を与え、両国ロータ
リアンの一体感を推進する大きな役割を果たしてくれたと
思います。最後の曲目の「手に手」の合唱の際には、台本
にはなったのですが、期せずして日韓のロータリアンが全

員立ち上がりお互いに手と手をしっかり繋ぎ親善を確認し
合いながら笑顔で閉会しました。
　開催直前には両国間に竹島問題が発生し、開催を危ぶむ
人も居りましたが、このような時期だからこそ私共ロータ
リアンは一層の親睦が必要であるという信念のもと実施致
しましたが、結果は韓国から200名の参加者を迎え、両国
ロータリアンの絆を一層深め、文字通り「虹をかけよう互
いの未来に」の大会にする事が出来ました。

　尚、会場に隣接するレセプションルーム「さくら」には
展示会場を設け各地区、クラブ等の活動を発表するブース
を数多く展開致しました。特に本大会の趣旨である両国の
親睦を深める為に設けられた両国クラブ、地区の姉妹関係
締結のお見合いコーナーには多くの参加者が来場し強い関
心を示しておりました。
　今から30年前の1982年、当時決して友好な関係にある
と言えなかった日韓ロータリアンの親善を企図して、時の
RI（国際ロータリー）会長マキャフリさんが呼びかけて開
催された日韓親善会議も今回で第11回を迎えることが出
来ました。その間日韓のロータリアンは紆余曲折はありま
したが確実に親睦を深めてまいりました。次回第12回日韓
親善会議は来年2013年10月に韓国ソウルで実施の予定で
す。是非多くの皆様にご参加頂きたいと存じます。

田中作次 RI 会長

特別講演：山東昭子様

特別講演：緒方貞子様 エンターテイメント

（上記写真提供：ロータリーの友より）
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一般の人々に向けた奉仕活動記録の募集

　公共イメージ委員会では、各クラブが実施している「一般の人々に向けた奉仕活

動」の記録を募集しております。この記録は、地区ホームぺージにムービーピク

チャーで掲載予定です。皆さまのご応募をお待ちしております。

　なお、活動記録は写真４枚程度・事業の説明（日時・場所・事業名・説明等 200 字

以内）を CD 等の記録媒体に納め、ガバナー事務所までご提出下さい。

今回の募集締め切りは、10/31 までといたします。よろしくお願い申し上げます。

公共イメージ委員会 委員長　森本俊行（東京町田サルビアRC）

■ 米山功労者
井口　優君 東京銀座 2012.8.2 2
小島　知明君 東京田園調布緑 2012.8.8 18
海老澤　克昌君 東京蒲田 2012.8.9 1
藤田　知孝君 東京蒲田 2012.8.9 1
水井　達興君 東京蒲田 2012.8.9 1
笹藪　正延君 東京目黒 2012.8.9 5
市原　聖功君 東京立川 2012.8.13 3
井上　隆彦君 東京昭島 2012.8.24 7
田島　直季君 東京原宿 2012.8.27 1
平井　顕吉君 東京原宿 2012.8.27 2
加藤　吉松君 東京府中 2012.8.27 1
高野　紘一君 東京府中 2012.8.27 3
植松　好一郎君 東京京浜 2012.8.28 2
坂部　貢君 東京白金 2012.8.28 3
前田　ヒサ君 東京白金 2012.8.28 7
井上　勉君 東京町田 2012.8.28 6
片山　英樹君 東京西 2012.8.30 1
中垣　潔君 東京西 2012.8.30 1
宮島　浩彰君 東京西 2012.8.30 1

 米山功労者ご紹介              ご協力を感謝いたします

◎ 秋山　庸一君 東京芝 8月
幸山　明雄君 東京芝 8月
藤野　譲君 東京銀座 8月
鈴木　哲司君 東京中央 8月
佐藤　勝昭君 東京京浜 8月
前田　ヒサ君 東京白金 8月
平吹　正義君 東京飛火野 8月
本田　佳江君 8月

◎ 森谷　晴一君 東京昭島 8月
冨澤　俊次君 東京井の頭 8月

◎ 梅澤　武男君 東京調布むらさき 8月
◎ Mr. Jason L. Kraus グアム 8月
◎ Van R. Shelly グアム 8月

 ポール・ハリス・フェローご紹介 ◎はマルチプル
ご協力を感謝いたします

 新ベネファクターご紹介     ご協力を感謝いたします

藤野　譲君 東京銀座 8月
望月　耕次君 東京日本橋 8月
杉田　純一君 東京日野 8月

 深く哀悼の意を表し御冥福を祈ります

小島 榮太郎（東京日本橋RC）
2012年7月24日逝去（享年93歳）
1959年9月1日入会
1962−63年　クラブ幹事
1985−86年　クラブ会長
1990−91年　千代田分区・分区代理
ポール・ハリス・フェロー
米山功労者

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして
1970年に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・
整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によ
るご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサー
ビスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いた
だけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあります
ので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

 文庫通信（300 号） ロータリー
文　 庫

◎「ロータリーとリーダーシップ」　
 エリオ・チェリニ　2012　8p
  （第40回ロータリー研究会報告書）      
 ◎「ロータリーの奉仕活動－プログラムからプロジェクトへ」　
 南園義一　2012　2p   （D.2770地区大会の記録）                         
 ◎「国際奉仕　素晴らしい体験・奉仕のノウハウと問題点」
 榊原節子　2012　8p （D.2710地区大会特集号）
 ◎「第2790地区で初のCLP」　
 成田R.C.　2012　5p  （創立50周年記念誌）
 ◎「社会貢献的職業奉仕」　
 細谷伸夫　2012　1p （D.2800月信）
 ◎「中核となる価値観（Core Value）について」　
 田村泰三　2012　1p （D.2710月信）　
 ◎「ロータリーの楽しみ方」　柏熊 均　2012　1p　
　　（D. 2790ロータリー情報研究会報告書）
 ◎「Eクラブとは」 
 D. 2650　2012　3p （RLI研修手引書）
 ◎「RI戦略計画（2010～2013年度）」　
 D. 2650　2012　4p （RLI研修手引書）　　

上記申込先：ロータリー文庫

ロータリー文庫の資料より（２）

 岩井  敏 パスト・ガバナーを偲んで
　公益財団法人ロータリー日本財団理
事長、当地区1997～98年度ガバナー
の岩井敏様が、去る平成24年7月16日
に逝去されました。「お別れの会」は、
8月26日、グランドプリンスホテル新
高輪において、ロータリー日本財団と
翔税理士法人（岩井事務所）によって
行われ、国際ロータリー田中作次会長、
ロータリー日本財団 千玄室 会長がおで
ましになられました。

　岩井ガバナー年度には、全国34地区の先鞭をきって「地区リー
ダーシップ・プラン／ DLP」を導入して地区運営の充実を計り
ました。また、ロータリーでも奉仕活動に潜むリスクに留意す
べきとの発想で、ガバナー直属のリスクマネージメント委員会
を設置。地区大会でもこのテーマについてのパネルディスカッ
ションを行い、リスクについての啓蒙を計りました。」
また、ロータリーの原点を学ぶ地区大会をテーマに経費の節約
を計り、1,600万円を各クラブ名（登録料比）で、ロータリー財団、
米山奨学会、バギオ基金、日本ユネスコ協会に寄付いたしまし
たことは、他に例を見ない事柄だったと思われます。

（記：東京大井RC 岩井年度地区幹事　朝倉　昭）
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国内85クラブ計
地区93クラブ計

4,184
4,485

4,272
4,574

88
89

東 京 八 王 子
東 京 町 田
東 京 日 野 
東 京 八 王 子 西
東 京 町 田 ・ 中 
東 京 八 王 子 東
東 京 八 王 子 南
東京町田サルビア
東 京 飛 火 野
東 京 町 田 東
東 京 八 王 子 北
東 京 立 川 
東 京 小 金 井
東 京 国 分 寺
東 京 三 鷹
東 京 昭 島
東 京 国 立
東 京 立 川 こ ぶ し
東 京 井 の 頭
東 京 昭 島 中 央
東 京 武 蔵 国 分 寺
東京小金井さくら
東 京 国 立 白 う め
東 京 府 中
東 京 調 布
東 京 多 摩
東 京 狛 江 
東 京 稲 城 
東 京 武 蔵 府 中
東 京 た ま が わ 
東京多摩グリーン
東京調布むらさき
東 京 i シ テ ィ
Guam 
Saipan 
Tumon Bay 
Northern Guam  
Pohnpei 
Palau  
Guam-Sunrise
Truk Lagoon

1
4
4
4
3
3
4
4
3
3
3
4
4
3
3
4
4
3
3
4
3
4
3
4
3
3
4
4
4
3
4
3
3
5
4
4
4
3
4
4
5

81.71 
74.03 
84.28 
86.63 
79.92 
95.00 
82.38 
86.10 
84.51 
73.61 
79.27 
94.65 
97.55 
92.92 
71.20 
74.17 
97.65 
92.13 
91.70 
85.00 
75.00 
81.52 
84.73 
78.61 
87.50 
76.92 
91.22 
84.76 
78.35 
78.35 
81.46 
89.17 
71.21 
52.00 
59.21 
47.67 
51.61 
48.00 
60.00 
62.00 
40.00 

57
56
31
74
34
20
61
21
27
24
37
97
29
36
37
49
46
78
24
43
49
23
23
59
63
26
28
28
54
25
34
84
22
71
40
83
31
17
19
27
13

58
56
31
74
34
20
62
22
28
25
37
103
33
39
37
49
46
86
24
46
49
23
23
60
65
26
30
29
55
28
34
85
21
73
38
86
31
17
16
28
13

1
0
0
0
0
0
1
1
1
1
0
6
4
3
0
0
0
8
0
3
0
0
0
1
2
0
2
1
1
3
0
1
－1
2
－2
3
0
0
－3
1
0

東 京 南
東 京 芝
東 京 新 橋
東 京 赤 坂
東 京 み な と
東 京 レ イ ン ボ ー
東 京 麻 布
東 京 銀 座
東 京 日 本 橋
東 京 築 地 
東 京 日 本 橋 東
東 京 中 央
東 京 日 本 橋 西
東 京 銀 座 新 
東京シティ日本橋
東 京 中 央 新
東 京 羽 田
東 京 品 川
東 京 大 森
東 京 品 川 中 央
東 京 大 井
東 京 田 園 調 布
東 京 港 南
東 京 大 崎
東 京 蒲 田
東 京 京 浜
東 京 田 園 調 布 緑
東 京 マ リ ー ン
東 京 白 金
東 京 高 輪
東 京 西
東 京 城 西
東 京 西 南
東 京 原 宿
東 京 杉 並
東 京 神 宮
東 京 恵 比 寿
東 京 広 尾
東 京 渋 谷
東 京 六 本 木
東 京 世 田 谷
東 京 目 黒
東 京 成 城
東 京 世 田 谷 南
東 京 城 南
東 京 山 の 手
東 京 成 城 新
東 京 青 山
東 京 自 由 が 丘
東 京 世 田 谷 中 央
東 京 米 山 友 愛
東京米山ロータリーEC2750

4
4
3
4
3
3
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
4
4
3
4
3
3
4
4
3
3
3
4
2
2
4
3
3
3
4
3
3
3
3
2
3
4
3
3
2
3
4
2
4
2
3
3

72.27 
94.99 
74.57 
71.00 
81.52 
76.05 
70.00 
75.33 
80.34 
83.40 
82.27 
84.00 
85.00 
82.61 
81.06 
50.00 
78.62 
84.30 
96.03 
87.55 
74.51 
72.09 
77.63 
84.26 
88.89 
78.02 
78.20 
72.92 
83.90 
85.00 
81.69 
78.84 
81.33 
74.24 
75.12 
73.73 
83.60 
82.05 
76.34 
69.00 
87.12 
92.00 
87.57 
75.00 
70.00 
84.13 
77.97 
81.00 
69.51 
95.00 
59.70 
88.10 

190
85
48
40
45
32
20
157
176
69
47
206
40
61
43
42
39
54
45
49
17
47
20
33
58
24
25
12
27
23
154
68
50
22
37
33
103
13
32
50
53
39
19
93
33
61
41
27
20
7
28
28

190
85
48
40
45
32
21
160
178
71
48
207
41
64
45
44
43
56
45
49
17
48
20
35
60
23
28
12
28
24
154
71
50
22
37
33
105
13
32
51
52
42
20
93
34
63
42
27
20
10
28
28

0
0
0
0
0
0
1
3
2
2
1
1
1
3
2
2
4
2
0
0
0
1
0
2
2
－1
3
0
1
1
0
3
0
0
0
0
2
0
0
1
－1
3
1
0
1
2
1
0
0
3
0
0

千代田グループ
銀座・日本橋グループ
京浜グループ
山の手東グループ
山の手西グループ

77.20 
78.22 
81.57 
77.59 
80.59 

多摩南グループ
多摩中グループ
多摩東グループ
P B グループ

平 均 出 席 率

82.49 
86.52 
81.76 
52.56  

78.64  

 （PBGを除く） 

　「暑さ寒さも彼岸まで」とはよく言ったもので、涼しく
なりましたねー。という季節の挨拶が聞かれるようにな
りました。朝晩の鳥の囀りや虫の音が、暑さや日々の忙
しさで疲れた人々の心と身を癒してくれていると思いま
す。また、現在の厳しい兆しが見える世相を乗り越える
励ましの言葉としても聞こえてきます。
　ロータリー年度も3カ月を過ぎ、起承転結で例えるなら
「承」の時期、企画構想を充実させ、実行間際というとこ

ろでしょうか。各クラブや各委員会の充実した活動の成
功をお祈りすると共に、活動内容の写真や記事をお寄せ
いただければと思います。
　ガバナー公式訪問もピークを迎え、地区行事日程の多
くを占めています。今年度も、公式訪問記事を各クラブ
にお願いすることになりました。活き活きとした会議写
真や報告をお待ちしています。

2012－13 年度ガバナー月信・IT 委員会 委員   河村  勝久 （東京立川こぶし RC）


